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猫も杓子も東大も。大学は大
学らしく猫の世界を掘り下げ
ます。猫に関する研究・教育、
猫を愛する構成員、猫にまつ
わる学内の美術品まで、猫と
東大のいろいろな話題を写真
と共に紹介。東京大学広報誌

『淡青』をもとに書籍化。

明 野 図 書 館 今
月
の
図
書
館
の
本

ー
図
書
館
の
新
刊
本
を
紹
介
し
ま
す
ー

猫と東大。

こたつうし

東京大学広報室／編【ミネルヴァ書房】

かわまた ねね／作　長谷川 義史／絵
【世界文化ワンダークリエイト】
いつでもどこでもこたつが楽しめる、こたつうし。
ある日、こどもたちが「お母さ
んにはなんでこたつがついてい
るの？」と言うと…。こたつと
牛が合体したキャラクターによ
るユーモア溢れる絵本。『ワン
ダーぽっけ』掲載に加筆。

藤田 芳康／著【河出書房新社】

クリハラ タカシ／著【白泉社】

祖母・ゑいの様子を見るため、
京都を訪れた哲郎。再会も束
の間、病院に担ぎ込まれたゑ
いは夢うつつの中で、祖父・
良一との出会いと別れ、そし
て、戦前から戦後にかけて激
動の時代を生き抜いた自らの
半生を語り出す…。

ある日、ハットさんが道ばた
で拾った不思議な生き物、ゲ
ナポッポ。ハットさんは、そ
れを飾るための台を作ります
が…。ユルくて、面白くて、
深くて、なんだか癒やされ
るゲナポッポのお話。『月刊
MOE』掲載を加筆し再構成。

屋根の上のおばあちゃん

ゲナポッポ

中 央 図 書 館

l i b r a r yL e t ' s  g o 図書館へ行こう

※出典『週刊新刊全点案内』より

の
灯
台
を
訪
ね
歩
く
杏
里
に
は
、

祖
母
の
初
恋
の
人
を
捜
し
出
す
と

い
う
目
的
が
あ
っ
た
。

【
大
人
向
け
映
画
会
】
※
事
前
申
込
制

▼
日
時
＝
１
月
31
日
（
日
）
午
前

10
時
～

▼
場
所
＝
視
聴
覚
室

▼
定
員
＝
10
人

▼
申
込
方
法
＝
１
月

19
日
（
火
）
か
ら
明
野

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
又
は
電
話
で

▼
上
映
作
品
＝
『
家
康
、
江
戸
を

建
て
る
（
前
・
後
編
）』（
上
映
時

間
１
４
５
分
）

▼
内
容
＝
寒
村
か
ら
「
大
都
市
・

江
戸
」
を
計
画
し
た
、ド
リ
ー
マ
ー

徳
川
家
康
と
そ
の
夢
に
人
生
を
か

け
た
熱
い
男
た
ち
の
ド
ラ
マ
。
前

編
は
、
上
水
の
整
備
を
命
じ
ら
れ

た
大
久
保
藤
五
郎
、
後
編
は
全
国

共
通
貨
幣
「
小
判
」
を
製
造
し
た

橋
本
庄
三
郎
を
と
り
あ
げ
る
。

【
お
す
す
め
コ
ー
ナ
ー
】

▼
テ
ー
マ
＝
ヘ
ル
シ
ー
生
活

▼
内
容
＝
お
正
月
、
食
べ
過
ぎ
て

い
ま
せ
ん
か
？
運
動
不
足
を
解
消
し

【
映
画
会
】
※
事
前
申
込
制

▼
日
時
＝
１
月
23
日
（
土
）
午
後

２
時
～

▼
場
所
＝
視
聴
覚
室

▼
定
員
＝
25
人

▼
申
込
方
法
＝
12
月
26

日
（
土
）
か
ら
中
央
図
書
館
カ
ウ

ン
タ
ー
又
は
電
話
で

▼
上
映
作
品
＝
『
ア
ン
を
探
し
て
』

（
上
映
時
間
１
０
５
分
）

 

▼
内
容
＝
「
赤
毛
の
ア
ン
」
が
大

好
き
だ
っ
た
祖
母
を
亡
く
し
、
悲

し
い
面
持
ち
で
カ
ナ
ダ
の
プ
リ
ン

ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
島
に
一
人
降
り

立
っ
た
17
歳
の
少
女
・
杏
里
。
島

イ
ベ
ン
ト
・
お
知
ら
せ

中
央
図
書
館

明
野
図
書
館

中
央
図
書
館
＝
☎
24
︲
３
５
３
０

明
野
図
書
館
＝
☎
52
︲
２
４
６
６

関
城
分
館
＝
☎
37
︲
６
６
２
６

協
和
分
館
＝
☎
57
︲
２
５
１
５

問
い
合
わ
せ

１
月
の
休
館
日

▼
全
館
＝
１
月
１
日
（
金
・
祝
）
～

４
日
・
18
日
・
25
日
（
月
）

▼
関
城
・
協
和
分
館
＝
12
日
（
火
）

開
館
時
間

▼
中
央
図
書
館
・
明
野
図
書
館
＝
午

前
９
時
～
午
後
７
時

▼
関
城
・
協
和
分
館
＝
午
前
９
時
～

午
後
５
時　

※
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
年
末
年
始
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　

12
月
28
日
（
月
）
か
ら
１
月

４
日
（
月
）
ま
で
、
図
書
館
は

休
館
と
な
り
ま
す
。

　
休
館
中
も
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト（
返

却
口
）
は
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

本
や
紙
芝
居
の
返
却
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
視
聴
覚
資
料
や
市
外
の
図
書

館
か
ら
借
り
受
け
た
資
料
は
、

開
館
日
に
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
返
却

し
て
く
だ
さ
い
。

て
、
心
身
と
も
に
ヘ
ル
シ
ー
生
活
を

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
図
書
館
サ
イ
ト
説
明
会
】

▼
日
時
＝
１
月
６
日
（
水
）
午
前

11
時
～
正
午

▼
場
所
＝
視
聴
覚
室

▼
定
員
＝
先
着
５
人

▼
申
込
方
法
＝
明
野

図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
又
は
電
話
で

※
当
日
可

【
花
さ
き
山
コ
ラ
ム
作
品
募
集
】

▼
テ
ー
マ
＝
「
短
編
小
説
」、「
図

書
館
と
私
」、「
本
と
私
」、「
ほ
っ

こ
り
す
る
話
」
で
４
０
０
字
以
内
。

※
手
書
き
可
。
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。


